
医学部 2025 年　大阪医科薬科大学（前期）

2025年度　大阪医科薬科大学（前期）

医学部 試験時間：90分 k 全問必答

! 次の問いに答えよ。

(1) 次の極限値を求めよ。

lim
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n
P
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k
n2
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(2) an =
n
P

k=1
2k sin # 2kn ¼; （n = 1，2，3，Ý）

で定義される数列 fangがある。pを 2以上の整数とするとき，

lim
n!1

an
np

を求めよ。

" xyz 空間において，原点を通り，ベクトル ¡!m = (¡6; 2; 5) に平行な直線 ` があり，また，点

A(¡10; 0; 14)，B(8; ¡1; ¡3)がある。次の問いに答えよ。

(1) 点 Aから直線 `に垂線をおろし `との交点を C，同様に点 Bから直線 `に垂線をおろし `との交点を

Dとする。Cと Dの座標を求めよ。また，ベクトルの大きさ j
¡!
AC j と j

¡!
BD j を求めよ。

(2) 4点 A，B，C，Dは同一平面上にないことを示せ。

(3) `上に動点 Pがあるとき，線分の長さの和 AP+BPの最小値と，そのときの点 Pの座標を求めよ。

# 原点を Oとする xy平面において，曲線 C：y = x2¡ x+2と直線 L：y = 2xで囲まれた図形を S

とする。図形 Sの境界に含まれる C上の各点を Pとして，各点 Pから Lに垂線をおろし，垂線と Lとの交

点を Hとする。線分 PH，線分 OHの長さをそれぞれ r，hとする。次の問いに答えよ。

(1) 点 Pの x座標を tとするとき，rおよび hをそれぞれ tを用いて表せ。

(2) 図形 Sを直線 Lの周りに 1回転させてできる立体の体積 Vを求めよ。

$

(1) n を正の整数とする。二項係数に関する等式

2nCn ¡ 2nCn¡1 =
2nCn
n + 1

が成り立つことを示せ。

(2) コインを 1枚投げる。投げたときの表裏の出る確率はそれぞれ 1
2
である。表が出れば得点は 1点とし，

裏が出れば得点は¡1点とする。この試行を 12回繰り返す。1回目から k回目までの合計得点を Sk 点

とする。ただし S1 点は 1回目の得点である。次の問いに答えよ。

(i) S12 = 0となる確率を求めよ。

(ii) S12 = 0であったとき，S1，S2，Ý，S11 がすべて負である確率を求めよ。



医学部 2025 年　大阪医科薬科大学（後期）

2025年度　大阪医科薬科大学（後期）

医学部 試験時間：90分 k 全問必答

! 関数 f(x) を f(x) = 1
2
#x+ 9x ; と定め，y = f(x) のグラフを曲線 C とする。次の問いに答

えよ。

(1) 関数 f(x)の増減，極値，グラフの漸近線を調べ，曲線 Cの概形をかけ。

(2) 曲線 C上の点A1，A2，Ý，An，Ýおよび直線 y =
1
2
x上の点 B1，B2，Ý，Bn，Ýを次のように定め

る。A1(1; f(1))とする。n = 1，2，3，Ýに対して，点An を通り y軸に平行な直線と直線 y =
1
2
x

との交点を Bn，点 Bn から曲線 Cに接線を引いて接点を An+1 とする。

(i) An(an; f(an))（n = 1，2，3，Ý）とするとき，an+1 を an で表せ。また，数列 fangの一般項を

求めよ。

(ii) bn = (log2 an) ¢ (log2 a2n+2)とするとき，無限級数
1
P

n=1

1
bn
の和を求めよ。

" 複素数 z = cos 2
7
¼+ i sin 2

7
¼について，次の問いに答えよ。ただし，iは虚数単位である。

(1) z567 + 1

z567
の値を求めよ。

(2) (z+ z2 + z4)(z3 + z5 + z6)の値を求めよ。

(3) z+ z2 + z3 の実部の値を求めよ。

# 座標平面上に曲線 C：y =
B

x2 ¡ 4（x ¸ 2）がある。点 (1; 0)を通る Cの接線を `とし，次の問

いに答えよ。

(1) 直線 `の方程式を求めよ。また，`と曲線 Cの接点の座標を求めよ。

(2) tを 0以上の実数とする。曲線 Cと直線 x = et + e¡t の共有点の y座標を tを用いて表せ。

(3) 直線 `，曲線 Cおよび x軸によって囲まれる部分の面積を求めよ。

$ 1から 10までの数字が 1つずつ書かれた 10枚の番号札が箱の中に入っている。この箱から番号札を

1枚取り出し，数字を記録してからもとに戻すという試行を 3回繰り返す。記録した数字の最大値をX，最小

値を Yとするとき，次の問いに答えよ。ただし，設問 (1)は結果のみを解答せよ。

(1) X>Yである確率を求めよ。

(2) X · Y+ 2である確率を求めよ。

(3) X ¸ 8のとき，Y · 2である条件付き確率を求めよ。



医学部 2025 年　大阪医科薬科大学（前期）

2025年度　大阪医科薬科大学（前期）

医学部 （略解） k 証明，図示などは省略

!

(1)
1
¼

(2) W ¡ 1¼ (p = 2)

0 (p> 2)

"

(1) C(¡12; 4; 10)，D(6; ¡2; ¡5) (2) 証明は省略

(3) 最小値：3
p
74

#

(1) r = ¡t
2 + 3t¡ 2p
5

，h = 2t
2 ¡ t+ 4p
5

(2) V =
p
5¼
150

$

(1)
231
1024

(2)
1
22



医学部 2025 年　大阪医科薬科大学（後期）

2025年度　大阪医科薬科大学（後期）

医学部 （略解） k 証明，図示などは省略

!

(1) 極大値：¡3（x = ¡3），極小値：3（x = 3），漸近線：y = 1
2
x，x = 0，図示は省略

(2) Q an+1 =
1
2
an，an = # 1

2
;n¡1

R
1
2

"

(1) 2 (2) 2 (3) ¡
1
2

#

(1) y = 2p
3
x¡ 2p

3
，(4; 2

p
3) (2) y = e

t ¡ e¡t (3) 2 log(2 +
p
3)¡

p
3

$

(1)
99
100

(2)
4
25

(3)
30
73


